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野の花と風薫る郷から

南
鉄
サ
ロ
ン

鉄
道
の
日
記
念

写
真
コ
ン
テ
ス
ト
作
品
募
集

わ
が
国
の
鉄
道
は
、
明
治
―‐１
年

（
一
八
七
二
年
）
の
十
月
十
四
Ｈ

に
新
橋
、
横
浜
間
が
最
初
に
開
通

し
て
そ
の
歴
史
を
踏
み
出
し
ま
し

た
。
全
国
の
鉄
道
で
は
そ
の
日
を

記
念
し
て

「鉄
道
の
日
」
と
し
て

祝
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
〓

南
阿
蘇
鉄
道
に
お
い
て
も
、
今

後
の

．
川
の
発
展
と
そ
の
役
割
に

つ
い
て
の
告
様
の
理
解
と
関
心
を

持

っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
願

っ
て
、

表
彰
式
典
や
小
学
校
高
学
年
の
新

型
ト

ロ
ッ
コ
列
車

へ
の
体
験
乗

‐―‐…

や
、
次
の
と
お
り
写
真

コ
ン
テ
ス

ト
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
多
数
応

募
く
だ
さ
い
。

コ
ン
テ
ス
ト
応
募
要
領

■
今
年
十
月

一
日
以
後
に
、撮
影
し
た
作
品
（
一

人
三
点
ま
で
）

■
鉄
道
の
日
に
ふ
さ
わ
し
い
作
品

■
南
阿
蘇
鉄
道
と
阿
蘇
を
題
材
に
し
た
も
の

■
南
阿
蘇
鉄
道
と
客
を
対
象
に
し
た
ス
ナ
ッ
プ

■
大
き
さ
は
四
切
リ
プ
リ
ン
ト

（Ｗ
四
切
可
）
、

リ
バ
ー
サ
ル
は
プ
リ
ン
ト
で
受
付
ま
す
。

返
送
希
望
者
は
返
送
用
の
切
手
を
同
封
し
て
く

だ
さ
い
。
た
だ
し
入
賞
版
権
は
主
催
者
に
属
し

ま
す
。

■
住
所
、
氏
名
を
明
記
の
上
、
郵
送

（十
月
二

十
七
日
の
消
印
ま
で
有
効
）
ま
た
は
十
月
二
十

七
日
ま
で
に
持
参
く
だ
さ
い
。

■
選
考
は
当
社
取
締
役
会
に
お
い
て
審
査
発
表
。

優
秀
賞

一
点
三
万
円
　
特
別
賞

一
点
二
万
円

入
選
三
点

一
万
円

■
送
り
先

・
問
い
合
わ
せ
先

一〇
８
６
９

・
１
６
　
阿
蘇
郡
高
森
町
高
森
１
５

３
７
の
２
　
南
阿
蘇
鉄
道
株
式
会
社

富

（０
９
６
７
６
）
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・
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39年ぶりに復活した高森阿蘇神社の巫女舞

い。小・中学生の皆さんが頑張りま した。

ら

ｏ
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ｏ

か

す

が

用

い

度

ま

所
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さ

年

し

住

ヽ
だ

来

布

に

は

＜

事‐ま‐
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利

弟

区

記

帯

が

る

絡
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世

万

れ

違

Ｊ

全

た

さ

で

庭

に

れ

望

ま

家

別

ら

希

係

ご

は

な

を

民

る

と

に

載

町

れ

報

り

掲

か

ら

広

な

ヽ
当

え

ヽ
＜

も

担

迎

に

亡

で

報

を

め

ぉ

合

広

盆

じ

ヽ
場

に

初

は

た

た

で

ｒ

月

ま

つ

ま

８

　

か

め

本
広
報
誌
は
取
材
、
印
刷
の
都
合
上
、

毎
月
五
日
直
後
の
水
曜
日
に
各
駐
在
区

文
書
と
し
て
発
送
し
て
お
り
ま
す
。
広

報
八
月
号
の

「初
盆
を
迎
え
ら
れ
る
ご

家
庭
」
の
記
事
に
つ
い
て
、
早
期
発
行

の
ご
希
望
や
、
お
問
い
合
わ
せ
が
あ
り

色
々
と
検
討
致
し
ま
し
た
が
、
広
報
誌

の
発
行
を
早
め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
原
則
と
し
て
来
年
度
以
降
は
八

月
最
初
の
水
曜
日
発
送

（来
年
は
八
月

二
日
に
発
送
）
の
駐
在
員
文
書
と
し
て

全
戸
に
こ
の
記
事
を
配
布
す
る
こ
と
と

致
し
ま
す
。
（広
報
は
八
月
九
日
発
送
）

こ
の
場
合
、
七
月
二
十

一
日
届
出
分

ま
で
の
掲
載
と
な
り
ま
す
の
で
ご
理
解

を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
掲
載
を
希

望
さ
れ
な
い
場
合
や
、
住
民
票
が
無
い

方
の
場
合
で
、
本
町
で
初
盆
を
行
わ
れ

る
な
ど
の
ご
事
情
に
よ
り
掲
載
を
希
望

さ
れ
る
場
合
は
早
め
に
お
中
し
出
く
だ

さ
い
。

●

●   ●

●

「ドドーーーン」と一尺玉など1000発の花火が打ち上がり

ました。今年から高森駅の西側に会場が変わりました。

の輛
lk祭りり

▼
猛
暑
だ
っ
た
△
フ
年
の
夏
も
、
何

と
ガ
秋
を
迎
え
る
こ
と
ど
で
き
る

よ
う
に
は
っ
て
き
た
よ
う
で
す
。

皆
さ
ん
夏
バ
テ
は
解
消
さ
れ
讀
し

た
で
し
よ
う
な
？

こ
の
秋
こ
そ
＼
食
欲
、
読
書
＼

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
に
ふ
さ
わ
し
い
季

節
で
あ
つ
て
欲
し
い
と
期
待
す
る

も
の
で
す
。

▼
さ
て
、
９
用
は
敬
老
の
日
の
前

後
に
＼
町
主
催
の
敬
老
会
づ
開
催

さ
ね
ま
す
。
お
年
寄
り
と
の
交
流
＼

対
話
を
深
め
て
、
い
た
わ
っ
て
あ

げ
た
い
も
の
で
す
。
現
代
の
日
本

の
繁
栄
の
基
礎
を
築
か
れ
た
方
で

で
す
。
い
ろ
い
ろ
な
音
の
話
し
な

ど
を
聞
い
て
、
知
識
を
吸
収
し
ま

し
よ
う
。
そ
れ
ど
ま
た
＼
お
年
寄

り
の
生
き
が
い
に
つ
な
が
っ
て
い

き
ま
す
。
特
に
子
ど
も
た
ち
と
お

年
寄
り
と
の
交
流
は
大
切
な
こ
と

で
す
。
い
ず
れ
誰
も
が
老
齢
人
□

の

一
人
と
な
り
ま
す
。
敬
老
の
日

を
機
会
に
、
こ
れ
が
ら
迎
え
る
高

齢
化
社
会
の
現
実
を
直
視
し
＼
そ

の
対
応
策
な
ど
を
含
め
て
＼
ご
家

族
で
話
し
合
っ
て
み
ら
れ
ま
せ
ん

な
？
９
月
の
お
も
な
行
事

１４
日
か
ら
‐９
日
ま
で
各
地
区
で
敬
老

会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

高
森
町
民
憲
章

一　
水
と
緑
と
土
の
に
お
い
い
っ

ぱ
い
の
住
み
よ
い
町
に
し
ま

す
。

二

伝
統
を
重
ん
じ
、
文
化
の
薫

る
潤
い
の
あ
る
町
に
し
ま
す
。

三

老
人
を
大
切
に
し
、
子
供
の

夢
を
育
て
幸
せ
な
町
に
し
ま

す
。

四

勤
労
を
尊
び
、
産
業
を
振
興

し
活
力
あ
る
町
に
し
ま
す
。

五

ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
、
心
身

を
き
た
え
健
全
な
町
に
し
ま

す
。

今年の仮装行列には高森町役場 (写真左)と 各区の向上会が参加。色々なアイデ    今年も樽みこしが練り歩きました。
アを凝らして沿道の人々を楽しませました。

肥後の「3バカ」騒ぎ
晴天に恵まれて風鎮祭開催される

台風に見舞われ中止になったこともあるこの祭りも、今年

は17日 、18日 とも0青天に恵まれ、全日程を無事終了するこ

とができました。風鎮祭の記事は 3ページに掲載していま

す。

人□の動き
(8月 1日 I:兒在)
世帯数 2,526(-4)
男  3,909(+4)
女  4,230(+5)
総  数 8,139(+9)

■発行/高森町役場 ■編集/総務課 〒86916・熊本県阿蘇郡高森町大字高森2168番地 809676-21111・ FAX 2 1174
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みこしに家内安全や健康を祈願する人々

130段 もの階段を威勢良くかけ上る、大小と子どもみこし3基

」勇
「
をな馬研辞ず

｀
せ 沿道の見物人から歓声が上がる
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森
阿
蘇
神
社
百
Z買し

菱奎ζ′Jヽ
h
ノ

国
民
午
金
、
厚
生
年
金
、
社
会

保
険
に

つ
い
て
の
相
談
を
受
け
ま

す
。
お
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

■
と
　
き
　
九
月
二
十
八
日
（水
）

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

三
階
中
会
議
室

法
　
律

（無
料
）

本
町
出
身
の
弁
護
士
、
津
留
清

さ
ん
に
よ
る
無
料
法
律
相
談
が
行

わ
れ
ま
す
。
■
九
月
十
日

（土
）

午
後
１
時
か
ら
３
時
ま
で

■
高
森
町
中
央
公
民
館

（昭
和
）

同
神
社
の
夏
祭
り
は
鍵
盤
龍
命

が
九
州
を
平
定
し
て
阿
蘇
の
地
を

風
雪
の
害
か
ら
防
ご
う
と
天
仲
地

祗
を
杷

っ
て
穀
菜
の
豊
穣
を
祈
願

し
た
の
が
始
ま
り
と
言
わ
れ
、
毎

年
七
月
二
十
日
に
開
催
さ
れ
て
い

ま
す
。
今
年
も

「お
ろ
し
」
と

「う

け
」
と
呼
ば
れ
る
御
唄
に
合
わ
せ

て
、
み
こ
し
や
御
神
馬
が
練
り
歩

き
、
そ
し
て

「飾
り
馬
飛
ば
せ
」

も
あ
り
ま
し
た
。

日

子

・
寡

婦

生
活
面
や
い
ろ
い
ろ
な
悩
み
ご

と
の
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
と
　
き
　
九
月
二
十
七
日
（火
）

九
時
半
か
ら
十
二
時

■
と
こ
ろ
　
役
場
第
二
会
議
室

■
相
談
員
　
県
の
母
子
相
談
員

８
０
９
６
　
３
８
５
　
３
３
０
０

電
話
で
曜
日
毎
に
色
々
な
健
康

の
話
し
を
お
伝
え
し
て
い
ま
す
。

（月
）
ア
ト
ビ
ー
性
皮
膚
炎

（火
）

中
耳
炎

（水
）
給
食
自
己
負
担
額

（木
）
入
れ
歯

（金
）
Ｃ
型
肝
炎

（土

ｏ
日
）
望
ま
ぬ
妊
娠

国
際

理
解
教
育

高
森
中
と
同
校
保
護
者
会
で
は

国
際
的
な
視
野
と
認
識
を
得
る
事

を
目
的
と
し
て
講
演
会
を
行

っ
て

い
ま
す
。
次
の
と
お
リ
ミ
ヤ
ン
マ

ー
の
講
師
を
招
い
て
講
演
が
あ
り

ま
す
。
学
校
生
徒
や
保
護
者
は
も

ち
ろ
ん
、
広
く

一
般
の
方
々
も
ぜ

ひ
お
聞
き
く
だ
さ
い
。

■
と
　
き
　
九
月
十
二
日

（月
）

午
後
二
時
か
ら
四
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
高
森
中
体
育
館

■
講
　
師
　
マ
ン
グ

・
マ
ン
グ

ル
ウ
イ
ン
氏
（
ミ
ヤ
ン
マ
ー
出
身
、

名
古
屋
大

・
熊
本
学
園
大
教
授
）

チャレンジサイクリング熊本県大会案内

〃S髪:る1妬屁ヨο

痴蘇鱈|ヂャレ ジ

9
月
11

日

10月 20日 の日曜 日阿蘇郡一体をコース

にしてチャレンジサイクリング県大会が

開催されます。本町にはロー ドの部が阿

蘇山を下りてきて、上色見を通 り抜けて

一の宮の阿蘇神社にゴールします。また、

MTBの 部が一の官から日の尾峠、鍋の
平を通って休暇村で昼食 し、午後から箱

石峠を通って阿蘇神社にゴールします。

多くの大会参加と声援をお願いします。

■期日 10月 2日 (日 )(小雨決行 )
■受付 阿蘇神社前の駐車場 7時から
■コース  〔ロー ドの部〕阿蘇神社→草
千里→自水温泉→南阿蘇国民体暇村→箱

石峠→阿蘇神社  〔MTBの 部〕阿蘇神
社→ 日の尾峠→南阿蘇国民休暇村→箱石

峠→阿蘇神社 (詳細は大会事務局へ )

■参加資格 自己の責任において時間内
(午後 3時まで)に完走できる人。
■参加料や申し込みと問い合わせは

熊本県サイクリング協会 8096-353-
3265ま でどうぞ。

阿蘇・健康と福祉の集い
健康に関する様々な情報提供や相談を

お受けします。いろいろな展示、抽選会

や楽しいア トラクションもあります。お

誘い合わせの上、多数参加ください。

■期日 9月 24日 (土)午前10時から
■場所 産山中学校体育館 (産山村役場
近く)

■事務局 阿蘇保健所
0967-32-0535

10

「夏
祭
り
」
と
聞
く
と
、
ミ
ン
ミ
ン
ゼ
ミ
の
せ
わ

太
鼓
や
笛

の
音
が
混
じ
る
、
夏
ら
し

い
署

い
口

高
森
夏
祭
り
一

ノー

4
ま
た
普
段
は
遠
く
に
居
る
兄
弟
や
親
戚
が
帰
省

の
再
会
を
喜
び
合
う
、
温
か
い
情
景
も
思
い
起
■

も
夏
の
風
情
を
楽
し
め
る
行
事
で
す
ね
年．

高
森
に
は
春
か
ら
夏
、
秋
に
か
け
て
各
地
区
で
神
社
な
ど
の
祭
り

が
た
く
さ
ん
開
催
さ
れ
ま
す
。
そ
の
地
区
ご
と
に

「
い
わ
れ
」
や

「か

た
ち
」
に
違
い
が
あ
る
こ
と
も
素
晴
ら
し
い
こ
と
で
す
し
、
延
々
と

伝
え
育
ま
れ
た
偉
大
な
文
化
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

乙フ

500万円以上

●   ●

●   ●

／

８
Ⅳ〆
草
部
吉
見
神
社
夏
祭
り

ま

鳴
き
声
に

す
。

し
ぶ
り

い
か
に

鰤藤
落

下
り
宮
で
有
名
な
同
神
社
は
神

武
天
皇
の
第

一
皇
子
口
子
八
井
の

命
が
杷
ら
れ
て
お
り
、
樹
齢
七
百

年
に
も
及
ぶ
杉
の
大
本
が
立
ち
並

ぶ
森
厳
豊
か
な
神
社
で
す
。
同
神

社
の
夏
祭
り
は
、
毎
年
七
月
二
十

一
日
に
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
午
前

中
に
神
事
、午
後
か
ら
大
小
二
基
、

子
ど
も

一
基
の
計
三
基
の
み
こ
し

が

「浜
床
」
ま
で
練
り
歩
き
、
神

楽
の
披
露
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

大
勢
の
ア
マ
チ

ュ
ア
カ
メ
ラ

マ
ン

の

「放
列
」
や
、
こ
の
日
に
合
わ

せ
て
、
熊
本
市
内
在
住
の

「車
部

会
」
の
方
々
も
帰

っ
て
こ
ら
れ
、

旧
交
を
温
め
る
光
景
も
見
ら
れ
ま

し
た
。
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日
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月

１８

日
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月
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日

９

月

２５

日

１０

月

２

日

１０

月

９

日

月

崎

医

院

都

二

〇

〇

３

７

８

，
１

一

み
な
み

10
日

8寺8立奮中8東富平雷馬8藤8

9野9村9F9田 9偏9本93.

l病 :医 8医 :医 2型 3医 :う|
11院 3院 9院 6院 6院 0院 0ク

合により変更になる場合がありますの

ビスでお確かめください.   (2

(15)

境内には氏子 (婦人クラブ)に よる地域お

こしの意味を目的 とした焼 きそば、かき氷

などの出店 もあ り、子供たちも大喜び。神

楽などもあ リー 日中賑わいました。

(2)

興 i多療は′|¬ li
嘔禾 9口寺んヽら

′
11

後S時 まで
く、テレホン

ー 2222)

年

ヘ
コ区

２４
時
間
モ
シ
モ
シ
健
康
情
報

講

　

演

　

会

入 本L 結 果
ll      ‐11:     71 11   事 金額 (円 ) 請負業者名

小村 1地区農地等災害復旧工事 8 19^1028 5180.900 佐藤建設

公営住宅旭A団地建替工事

(木 2-1種 A棟 ) 728ヽ 7 1.25 22,248,000 1有 1安方 Ti務店

′' (木 2-1種 B棟 ) 22,196,500 1有 1藤本上務店

(木 2-1種 E― C棟 ) 22,454,000 |ヽ ||||:務店

(木 2-2種 E― D棟 ) 21,939,00() 1有 |||ぃ
|「

11務店

(本平-2種M― E棟 ) 19,982,00() 1有 1津留仁建

耀外電気・給排水設備工事 7・ 28～ 10・ 20 16,686,000 1伸九電 li南阿蘇

浄化槽設備工事 21.630,000 1仲藤本組

高森束小学校校舎新築主体工事 8.3～ 7.2.20 285,825,000 1伸二津野建設

体台ftl新築 |:体 1,F 183.619,000 1株佐藤 I:務嗜

校合・体育館電気設備11事 54.796,000 株ミヤデン

1争化‐榊設備 1:」千 813～ 10.20 9.991.000 仲九電工南阿蘇

校舎・体育館機械|☆備 |●ト 34,247.500 熊本設備1神
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